
写真１　飯野山

所 在 地 香川県高松市上之町２丁目８－２５
区 域 面 積 187,653ha
区域面積のうち森林面積 87,652ha

（森林率47%）
国 有 林 面 積 7,728ha

（県内森林面積のうち国有林率９%）
国有林の人工林面積 4,989ha（人工林率65%)、

うちヒノキが58%を占める
管 轄 区 関 係 市 町 高松市、丸亀市、坂出市、観音寺市、

さぬき市、東かがわ市、小豆島町、
三木町、綾川町、まんのう町

　香川森林管理事務所は高松市に位置し、香川県全土の
国有林を管理経営しています。所管する国有林は、主に
徳島県境部の讃岐山脈にまとまって分布しているほか、
屋島、飯野山、樫原等に点在しています。
　ヒノキを中心とした人工林では、７齢級以上（31年生
以上）が全体の9割を占めており、間伐や主伐を推進し、
主伐後の更新を適切に実施しています。このほか、国有
林の83％を保安林に指定しており、瀬戸内海国立公園
に指定されている屋島を始め、景観の優れた森林は
保健・休養の場として広く親しまれています。

管内概要　香川森林管理事務所

香川森林管理事務所

SERIES. 国有林野事業の取組

◆
は
じ
め
に

　
香
川
森
林
管
理
事
務
所
は
、
香
川
県
、

市
町
、
関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
「
地
域
に
開
か
れ
た
国
有
林
」
に
ふ

さ
わ
し
い
管
理
経
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
一
例
と
し
て
香
川
県
民
に

「
讃
岐
富
士
」
と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ
て

い
る
飯
野
山
で
の
各
種
活
動
に
対
す
る

香
川
森
林
管
理
事
務
所
の
関
わ
り
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
飯
野
山

　

香
川
県
の
西
部
に
位
置
す
る
飯
野
山

は
、
丸
亀
市
と
坂
出
市
の
境
に
位
置
し
、

ナ
ラ
類
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
等
の
広
葉
樹
を
中

心
と
し
た
森
林
か
ら
な
る
、
美
し
い
円
錐

形
の
標
高
4
2
2
ｍ
の
里
山
で
、
そ
の
山

容
か
ら
「
讃
岐
富
士
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
（
写
真
1
）
。

 

新
日
本
百
名
山
に
選
ば
れ
、
山
頂
周
辺

は
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
四
国
森
林
管
理
局
で
も
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
と
し
て
飯
野
山
風
景
林
に
指

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
飯
野
山
は
、
瀬
戸

内
海
沿
岸
近
く
に
位
置
し
、
特
色
あ
る
地

形
が
付
近
を
航
行
す
る
漁
船
等
の
目
標
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
珍
し
い
「
航
行
目
標

保
安
林
」
に
指
定
さ
れ
、
航
行
の
安
全
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
片
道
約
1
時
間
程
度
で
登
頂
で
き
る
気

軽
さ
か
ら
、
年
間
約
４
万
７
千
人
の
利
用

者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
標
高
（
4
2
2
ｍ
）

に
合
わ
せ
て
4
月
22
日
は
丸
亀
市
観
光
協

会
に
よ
り
「
讃
岐
富
士
の
日
」
と
定
め
ら

れ
、
平
成
22
年
か
ら
毎
年
こ
の
日
に
「
里

山
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
山
開
き
式
や

登
山
安
全
祈
願
、
写
真
撮
影
会
等
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
地
元
の
方

に
親
し
ま
れ
る
国
有
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
森
林
環
境
教
育
へ
の
支
援

　
香
川
森
林
管
理
事
務
所
で
は
、
体
験
や

学
習
活
動
を
行
う
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
国

有
林
を
提
供
す
る
「
遊
々
の
森
」
協
定

を
、
平
成
15
年
度
よ
り
飯
山
北
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
と
締
結
し
て
い
ま

す
。
通
称
「
お
じ
ょ
も
ふ
れ
あ
い
ラ
ン

ド
」
で
は
、
例
年
同
協
議
会
に
よ
り
、
里

山
ま
つ
り
で
の
登
山
サ
ポ
ー
ト
、
地
元
の

小
学
生
に
森
林
学
習
を
実
施
す
る
な
ど
活

発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
令
和
4
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、
遠
足
を
兼
ね
た
小
学

生
の
登
山
の
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
写

真
２
、
３
）
。

◆
「
一
日
一
石
運
動
」
の
開
始

　
様
々
な
か
た
ち
で
香
川
県
民
か
ら
親
し

ま
れ
て
い
る
飯
野
山
で
す
が
、
谷
地
形
が

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
に
大
雨
が
降
る
と
登

山
道
が
流
水
に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
度
々
荒

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
香
川
森
林
管
理
事
務
所
で

は
、
平
成
29
年
4
月
22
日
、
丸
亀
市
、
坂

出
市
、
登
山
者
と
連
携
し
、
「
一
日
一
石

運
動
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
「
一
日
一
石

運
動
」
は
、
登
山
道
の
入
口
に
石
や
土
、

ヤ
シ
繊
維
製
の
土
嚢
を
用
意
し
、
登
山
者

の
方
に
そ
れ
ら
を
持
ち
運
ん
で
い
た
だ

き
、
登
頂
途
中
に
お
い
て
荒
れ
た
登
山
道

の
修
繕
を
行
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

現
在
で
は
、
地
元
の
方
々
を
中
心
に
こ
の

運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
、
歩
き
や
す
い
登
山
道
が
維
持
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（
写
真
４
）
。

◆
さ
い
ご
に

　
香
川
森
林
管
理
事
務
所
で
は
、
飯
野
山

を
は
じ
め
、
古
く
か
ら
な
じ
み
の
あ
る
国
有

林
を
、
地
域
と
連
携
し
、
登
山
者
の
方
々
の

協
力
も
得
な
が
ら
、
利
用
者
に
と
っ
て
自

然
に
親
し
め
る
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

飯野山（讃岐富士)飯野山（讃岐富士)
香川森林管理事務所香川森林管理事務所

屋島屋島

い
い  

の   

や
ま

県民に親しまれる
飯野山での取組について
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写真２、３　遊々の森における小学生の登山

写真４　一日一石運動による登山道整備

県民に親しまれる飯野山での取組についてSE RIES. 国有林野事業の取組
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は
ん  

ざ
ん

　地元に伝わる伝説の
巨人のことです。飯野山
の山頂には「おじょも」
の足跡があります。伝説
探しに行ってみてはいか
がでしょうか。

「おじょも」とは
PICKUP!
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